
日本ウイルス学会は医学だけでない

この学会の素姓は歴代学会長のリスト（表１）をみれば

大体見当がつく．記号をつけていない無印は基礎医学で，

この会長の数が最も多い．というのは会員も大体これに比

例しているということになる．獣医学の V，農学（植物の

他に昆虫ウイルスも入る）の A，及び理学（ファージなど）

の Sもある．Cという臨床医学もある．

そもそもこの学会の発足の趣旨には医学だけでなく他分

野のウイルス学も一諸になって大きい広い学問を育てよう

とすることがあったそうである．アメリカにはこの日本の

ような幅の広いウイルス学会はない．

「日本ウイルス学会２５年」という座談会の記録が機関誌

「ウイルス」の１９７８年記念号にある．「大体医学なんて人

間という動物一種だけの学問だから狭い．それに対して獣

医学は広い，医の十倍，ジユウイだからね，あっはっは…

…」というような駄洒落までとび出ていて，おもしろい．

日本ウイルス学会の運営はすべて会員によって“民主

的”になさるべきであるという建前はそのまま本音であっ

たようだ．医学によくあるところの弊害，つまり大した学

問もできないのにのさばってるボスの出現を未然に防ぐた

めであったようだ．ある時，本ウイルス学会も日本医学会

総会の一分科会としてその組織に入るか否かとなったが，

猛烈な反対に会ったという．因みにこの学会は幹事会がす

べての権力をもっていた．幹事は会員の選挙による．年一

回の会長は幹事会での選挙で選ばれる．そのうち毎年会長

が変るのは事務上で非効率だというので２年交代の総務幹

事という代表をおくことになった．１９７０年のことで獣医の

中村�治氏がその初代であった．

この年次総会というか学術学会というか，ここでは特別

講演とかシンポジウムとか一切なし．一会場で，一般研究

発表だけという．大変厳しい，こわい学会という評判であ

った．しかし，２０年，３０年，４０年と経つにつれて社会情勢

の推移と共にこのウイルス学会も大分変貌してきた．幹事

会は理事会となった．市民公開講演会もあれば，シンポジ

ウム，特別講演，ワークショップ，懇親会もあるようにな

った．

表１のC記号の会長は臨床医学分野の方であり，３名

今までいたが，この分野の方は後でふれる臨床ウイルス学

会の会長になることが多い．私は第１回から６回まで会長

に名を連ねられている谷口，越智，寺田，福士という方々

のお顔は知っているが面談した記憶がない．しかし他の歴

代会長のすべての方々は知っている．京大ウイルス研で私

と同僚教授であった松本清一第３０回会長は医療事故で急死

されて学会は川出由己教授が代理をつとめたことが記憶に

生々しい．生々しいと言えば大里外誉郎第４１回会長もつい

最近（２００２年）膵癌で死去，享年７０歳であった．こんなこ

とを書いていると切りがないのでこれ位でやめることにす

る．

その他の学会活動

年１回の総会の会期を外して別の期日にウイルス増殖シ

ンポジウムを年１回催していた．“ウイルスの増殖”とい

う生物学上の主題は当時にふさわしいものがあった．現在

のようにゲノムとかポストゲノムという時代では，何だそ

れは？と思われるかもしれない．しかしそれは今日の生命

科学とか分子生物学のはしりを走ったといってよいと思

う．ファージを材料としたその学問の世界では，ルリアと

かデルブリュックらの研究成果が新鮮に報ぜられていた時

代である．

ウイルス学は“封建的”な傾向の学問世界の医学部系だ

けのものではない，“民主的”な傾向の非医学系，つまり

獣医学部とか理学部とか農学部などの研究が重いという主

張が強くでていたように思う．ウイルス学会が主催した（或

いは後援だったか）ファージ講習会というのが毎年催され

ていた．これは学問的に大変評判がよかった．ここで啓発

された多くの若い研究者がいたと思う．
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以上の他にウイルス学会の有志で同好会のように催され

ていた幾つもの研究会がある．インフルエンザ，インター

フェロン，抗ウイルス，その他．そのうちのひとつであま

り有名でないひとつの研究会があった．“新種ウイルス研

究会”．家畜のウイルス病研究者が主体であったが，その

中に医学の松本稔教授（東大科研）が重きをなしていた．

彼が何を思ったのか私を誘ったので，何回か参加したこと

がある．今思うとあれは“未知ウイルス探索研究会”だっ

たのではないか．

話は飛んで日本ウイルス学会と他の学会との関係につい

て少し触れておきたい．臨床医学に直接関係する病原ウイ

ルスの診断技術の研究交流を目的とした集り“臨床ウイル

ス談話会”はその後発展して大きくなり“臨床ウイルス学

会”に成長した．

１９８４年に国際ウイルス学会が仙台で開かれた．この学会

は日本ではこの時以外は今までない．しかしこの国際ウイ

ルス学会というのはおかしなことに日本ウイルス学会とは

直接関係はないのだそうである．

時代の流れで，癌ウイルスの研究が盛んになると癌ウイ

ルスの研究発表はウイルス学会だけでなく癌学会の方へも

多くゆくことになる．また日本分子生物学会が成立すると

ウイルスの分子生物学研究の発表はそっちの方へ多く流れ

る．１９８１年に出現したエイズという病気の学会にはエイズ

ウイルスの研究発表が多い．ところが，その分ウイルス学

会の方のエイズウイルスの演題数が少なくなっているかと

いうと必ずしもそうでない．つまりエイズウイルスの研究

発表はウイルス学会でも断然多い．これも時代の反映であ

ろう．

日本ウイルス学会が関係した社会的事件

１９６０年から６１年にかけて日本全体にポリオの大流行があ

った．時恰もポリオ生ワクチン（セービン）が世界的に普

及しはじめた頃であるが，日本ではその検定が終っていな

かった．つまり未だこの予防ワクチンは使用されていなか

ったので，さてどうするのか，日本ウイルス学会，日本の

ウイルス学者はこの見解を問われたのである．ところが，

問題はあっさり解決した．政治的解決であった．時の厚生

大臣がソビエト連邦から大量の生ワクチンを緊急輸入し

て，子供たちに一斉投与したのである．効果てきめん，大

流行は止んだ．当時私もポリオウイルスの研究をしてい

た．そして，かかる事態に際しては学者の役目なんて表面

では何とも問題にならない．一方においては政治的決断の

絶大な力をまざまざとみせつけられたのである．

１９７８年スモン問題が一定の結末を迎えた．日本ウイルス

学会幹事会が「スモン井上ウイルス原因説について」見解

を表明したのである．井上ウイルス説は容認できないとい

うものであった．それは北陸スモン裁判の判決に対する反

論である．そもそも日本ウイルス学会は「学会は本来研究

データを討論し，学問の進展に寄与することを目的とする

もので学会以外の場での会員の発言に対しては学会として

一々批判するようなことはしない」という見解をもってい

た．それにも拘らず，社会的責任をないがしろにできなか

ったのである．当時，日本ウイルス学会総会ではスモン井
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表１ 歴代日本ウイルス学会会長（所属）
V：獣医 A：農 S：理 C：臨床

＊２００２年１０月の時点で故人．
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上ウイルスについて白熱した討議がおこなわれていたのは

もちろんである．

その後になって１９８３年頃からのエイズウイルス薬害問

題，更にその後プリオン病の薬害問題，最近ではC型肝

炎ウイルスの薬害問題がおこっている．しかし日本ウイル

ス学会として直接これらに対応してきたことは知らない．

ウイルスとはおれのことかとビールス言い

１９５０年代，つまり日本ウイルス学会発足の当初は，ウイ

ルスではなく，いわゆるVirus はビールス，ウィルス，ヴ

イルス．その他に病毒あるいは濾過性病原体という名称す

ら常用されていた．「ウイルス」という名称に学会で統一

したのは１９７０年だったと思う．雑誌「ウイルス」も「Virus」

であった．新聞などメデアでは「ビールス」がずっと使用

されていた．名称というのは一人歩きする．よい名前だと

か悪い名前だとかに関係ない．名前なんてどうでもよいと

は思うけれども「ウ
�

イ
�

ル
�

ス
�

」とはどうも発音しても書いて

も落着きがない．此頃コンピューターウイルスという言葉

がはびこっているから「ウイルス」はそれに名を譲って，

本来のウイルスは昔懐しい「ビールス」に回帰したら如何

か（妄言多謝）．

最近半世紀におけるウイルス学の進歩

この標題は本稿の趣旨ではない．しかしこの５０年間の進

歩発展はめぐるましい程のものがある．新しく発見されて

きた新しいウイルスの数々，人間の病原ウイルスだけあげ

ても，大変なことになる．おもしろいことに新しく発見さ

れるウイルスと裏はらにこの５０年間で日本から消失したウ

イルスもある．狂犬病，ポリオ，日本脳炎などである．ま

たウイルスと思われていたものがそうでないことがわかっ

たものもある．マイコプラズマ，クラミジア，プリオンな

どである．またウイルス学のテクノロジイ，特に病気の診

断に関係する技術の研究開発の進歩にも大きいステップが

みられる．一々あげられない位多い．

一方で昔は講義で「ウイルス病につける薬はない」と言

われてきたが，これも一変しつつある．抗ウイルス化学療

法剤が出現し実際に普及してきたからである．予防ワクチ

ン，これはウイルス学の花々しい舞台であった．事実，こ

れによって数々のウイルス病は克服されてきた．日本ウイ

ルス学会会員も少なからず，この進歩発展に貢献したこと

に大方の異論はあるまいと思う．

予測ウイルス学のすすめ

過去５０年の回顧から外れて将来の展望に関係したことに

ついて少しだけ述べたい．１０年ほど前にある大学で講演し

た時に，「現在燎原の火の如く拡大しているエイズ流行に

現在大流行の分子生物学は何の貢献もしていない」と言っ

たことがある．それは今でも生きていると思う．

私は分子生物学の進歩発展に異議をはさむつもりは毛頭

ない．それどころか笛や太鼓の組の方である．しかし，も

うひとつ別の方向の「ウイルス学」も推進した方がよいの

ではないか，と思っている．それが仮りに「予測ウイルス

学」という．

未開発地帯地域の人間を含む各種動物についての“ウイ

ルス学”，特に未知ウイルスの検出研究を展開したら如何

か，という提案である．東南アジア，南米，アフリカだけ

でなく中国奥地も当然入るべきだろう．要するに未開拓地

域の野生及び家畜の動物（サル，ネズミ，ヘビ，カエル，

ヒツジ，ブタ，ゾウなど）からウイルス検出することであ

る．これは単なる生態学や疫学のすすめではない，それら

を越えた先のウイルス研究である．

何を狙う研究か？ 将来人間を襲う可能性のあるウイル

スを探究することにある．どんな方向，方法があるのか？

これはもう幾らでもあるといったらよい．現地を踏むこと

が最重要ステップになるだろう．伝統的ウイルス学的技術

と共に最新分子生物学的技術も駆使すべきであろう．そし

て何よりも「若き研究者たちよ，ベンチを離れてフィール

ドへも出よ」と呼びかけたいのである．クールーをみよ，

エイズをみよ，さては現在のサーズをみよ，そしてインフ

ルエンザもみよ，天然痘もみよ．若き研究者たちよ，諸君

は何をなすべきか．
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